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Katherine MansfieldのIn a German
Pensionにおける伝統とモダン
榊　原　理枝子
1. InaGermanPensionにおける｢伝統｣
Katherine Mansfield(1888-1923)の批評において,処女作In a GerTnan
Pension(1911)1'は永らく軽視されてきた｡この小品集InaGerTnanPen-
sionは, Bliss and Other Stories (1920)やThe Garden-Party and Other
Stories(1922)といった後期の短編小説集と比べると,文学作品としての完
成度が高くない2'というばかりではなく, InaGermanPensionには,読
者がMans丘eldの作品に求める叙情性が欠如しているということがその
原因であろうと考えられるし,それを指摘する論者もいる(Dunbar9)｡だ
が, 1980年代になるとC. A. Hankin, Kate Fullbrook, MerrynWilliams
らフェミニズム批評の論者がJnaGermanPensionに男性の横暴さ-の
反発とフェミニズムを見出すようになる｡
InaGermanPensionには13編の小品が収められており,それらは完
成した短編小説というよりも,断片的なスケッチと呼ぶほうが適切なもの
である｡それらのうち7編は,一人称で示される語り手が,ドイツの小さ
な宿,ペンション･ミューラー(pensionMtiller)での体験や見聞を記録した
ものという体裁をとっている｡これら7編のスケッチの語り手は,同じ人
物と考えられる,一人でペンション･ミューラーに療養のために滞在して
いる若い女性である｡彼女のあり方がInaGermanPension執筆時期の
Mansfield自身の状況を撃棄させるものであることから,語り手にMans-
field自身が投影されていると考える論が多く, InaGerlnanPensionが
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半自伝と捉えられることも珍しくない｡ 1908年, 20歳のMansfieldは作
家になるために故郷ニュージーランドを後にし,ロンドンに向かう｡ 1909
年3月には結婚したものの,その日のうちに夫のもとを去る｡ 5月,ス
キャンダルを恐れたMansfieldの母親がニュージーランドからロンドン
に来て, Mansfieldをドイツのバヴァリアに連れて行く｡ 6月, Mansfield
は母親に連れて行かれた高価なホテルを引き払い, InaGermanPension
の舞台である宿と同名のペンション･ミューラーに移り,そこでまもなく
流産する｡だが子どもの父親は夫ではないと伝えられている3)｡このペン
ション･ミューラーでの体験がInaGermanPensionのもとになってい
るということが知られている｡さらに,語り手の辛妹な語り口,皮肉な様
子は, Mansfield自身と共通しているという(Dunbarll)｡作者自身との強
い連続性を持つこの語り手が語る7編の一人称によるスケッチを,どう捉
えるべきなのだろうか｡まずは,フェミニズムの表明と目されるこのIn
aGerTnanPensionにおいて,女性をめぐる当時の支配的言説という｢伝
統｣に対し,語り手がいかに抵抗を示しているのかを確認するところから
始めたい｡
2. ｢不自然｣な女としての語り手
InaGerTnanPensionにおける一人称スケッチのうちの一編, "Frau
Fischer"において,表題の人物である年配の未亡人FrauFischerは,ペ
ンション･ミューラーにやって来て語り手と出会う｡イギリス人らしい語
り手が,一人ドイツで療養しているという状況に, FrauFischerは好奇
心を蜂裂させ,語り手から身の上を聞き出そうとする｡
"... Now tell me something reallyinteresting about your life.When
I meet new people I squeeze them dry like a sponge. To begin with
-you are married." (``Frau Fischer" 18)
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FrauFischerが語り手にまず確認するのは,彼女が結婚しているとい
うことである｡このことは女性の立場が結婚によって規定されていた当時
の家父長制イデオロギーの浸透を映し出している｡語り手は,結婚してい
るが,夫は船長で長く危険な航海に出ていると答える｡未亡人のFrau
Fischerは,夫が不在だとういう語り手に同情を示すが,語り手は"Ilike
emptybeds." ("FrauFischer''19)と答える｡それに対してFrauFischerは
"That cannot be true because it is not natural." ("Frau Fischer''19,卜線筆
者)と応戦する｡妻,母であるということを｢自然｣と規定した社会ダー
ウィニズムの形象化,家父長制の言説支持の主体をFrauFischerに見出
せるだけではなく,語り手は｢不自然｣な女としてテクストに存在してい
るのだ｡当時の支配的言説を代弁するFrauFischerは,この｢不自然｣
な女に子どもを作ることを勧める｡それに対し,語り手は"Butlconsider
child-beanng the most ignominious of all professions." ("Frau Fischer" 19)
という発言をし, FrauFischerは二の句を告げることができない｡つま
り,秦,母という役割に幸福を感じるのが,家父長制社会の｢伝統｣に裏
打ちされた｢自然｣なのである｡
また, InaGermanPension収録の一人称の語り手によるスケッチ
"GermansatMeat"で,語り手はドイツ人療養客たちと一緒に食卓を囲
む｡だが,食事を楽しんでいるドイツ人療養客たちとは対照的に,語り手
な小食である｡その様子を同席している未亡人4)が見て,語り手に菜食主
義者かと尋ねる｡語り手がそれを認めると,今度は, "GermansatMeat"
の未亡人は,語り手に子どもがあるかと訊く｡ "GermansatMeat''の未亡
人の思惑通りに子どもがないと答えた語り手に対し, 9人の子持ちである
という"GermansatMeat"の未亡人は勝ち誇ったように"Therenow,you
see, that's what you're comlng tO!Who ever heard of having children
upon vegetables? It is not possible‥ ‥ " (``Germans atMeat" 2)と述べる｡
菜食主義は不妊と結び付けられ,語り手の｢不自然｣なあり方を強調す
358
る｡
母性と多産を称揚した当時のイデオロギーは,子どもを持つことをしき
りに勧めるFrauFischer("FrauFischer"),四つ子の誕生を誇る妻と,狂喜
する夫のエピソード("GemansatMeat")などに,その痕跡を残している｡
テクストにおいて不妊と結び付けられている菜食主義は,語り手が支配的
な価値体系に反旗を翻していることの記号として読解できるだけではな
い｡ InaGermanPensionに収められた小品が執筆されていた時期5'のイ
ギリスにおいては,菜食主義はフェミニズムと共振関係にあった6)｡
3. /naGermanPensionにおける菜食主義と小食
ところがJnaGermanPensionにおける菜食主義者は語り手だけでは
ない｡療養中である語り手は,野外日光浴療法も行っている｡その様子を
語り手の視点からまとめた小品が``TheLu氏Bad''である｡この野外日光
浴療法とは,高い木の塀で囲まれたなかで,ハンカチ程度のものだけを身
にまとった姿で歩き回ったり,横になったり,ブランコに乗ったりすると
いうものである｡この野外日光浴療法で,語り手は菜食主義の女性と出会
い,彼女をVegetableLadyと呼ぶ｡ VegetableLadyは,彼女の食生活
と食に関する考えを次のように語り手に告げる｡
"I am making my own `cure,'and living entirely on raw vegetables
and nuts, and each day I feel my spirit is stronger and purer. After
all, what canyou expect? The majority of us are walking about
with pig corpuscles and oxen fragments in our brain. The wonder is
the world is as good as it is. Now I live on the simple, provided
food''-she pointed to a little bag beside her- "a lettuce, a car-
rot, a potato, and some nuts are ample, rational nourishment. I
wash them under the tap and eatthem raw, just as they come from
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the harmless earth-lfresh and uncontaminated.'' (``The Luft Bad"
42)
VegetableLadyにとって菜食主義は,健康のためであるだけではな
く,精神性と知性のためでもある｡動物的な肉食と精神性重視の菜食とい
う二項対立とは,当時の菜食主義をめぐる言説に見出されたものであった
(Leneman)｡レタス,人参などのほかには何も口にしないのかと尋ねる語
り手に対し, VegetableLadyは次のように答える｡
"Water. And perhaps a banana iH wake in the night.''She turned
round and leaned on one elbow. "You overeat yourself dreadfully,"
she said; "shamelessly ! How can you expect the Flame of the
Spirit to burn brightly under layers of supernuous mesh?'' ("The
Lu氏Bad" 42)
VegetableLadyが大食を,さらには肥満を,知的ではないと考えてい
ることが分かる｡ "GermansatMeat''で措かれているように,同席のド
イツ人たちと同じように食事を楽しむことのない語り手もまた, Vegeta-
bleLadyと同様,大食に対する侮蔑を持っているであろうということが
推測可能である｡つまりInaGerTnanPensionにおいて菜食主義は小食
と不可分なのである｡
もっとも,イギリス人と目されている語り手がドイツ人たちに囲まれて
食事をともにするという状況を考えるにあたって,当時の英独関係を視野
に入れなくてはならない｡ 1871年,国家統一一を果たしたドイツは,イギ
リス,フランスなど先発諸国に遅れを取りつつも植民地獲得に乗り出す｡
だが,ドイツの3B政策はイギリス3C政策と衝突し,因縁的な対立関係
を呈する｡また,ドイツが1898年, 1900年の2度にわたって艦隊法を制
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走し海軍力強化を図ると,イギリスもそれに対抗するといった軍艦建造競
争も見逃せない｡第一次世界大戦を口前に控えた"GermansatMeat"執
筆･発表当時は,英独関係が相当に緊迫していたということは,食卓につ
いていたドイツ人男性が語り手に"Wedon'twantEngland. Ifwedidwe
would have had herlong ago. We really do notwantyou."と言えば,請
り手は"We certainlydo notwant Germany.'' ("Germans atMeat''3)と応
戦するといったやり取りに露骨に表れている｡この食卓では,軍事をめ
ぐってだけではなく,イギリス式朝食,紅茶の入れ方,家族の人数など,
すべての話題は悉く英独の対立となり,ドイツ人療養客たちが語り手に対
して威圧的に接してくる様子が活写されている｡ドイツ人療養客たちの旺
盛な食欲は,語り手を圧迫するものを象徴し,語り手の大食への蔑視はそ
の療養客たち-の敵意の発現として機能している｡そしてイギリスにおい
て大きくなりつつあったドイツへの嫌悪感は,大食蔑視と一体化している
のであった｡
"GermansatMeat"は,パン入りスープに始まり,ザウアークラウト
とポテトを添えた子牛肉,赤フサスグリとほうれん草を付け合せた牛肉,
煮込んだアプリコット,ホイップクリームの付いたサクランボのケーキが
運ばれてくる食卓での会話から成っている｡それぞれの科稗に歓喜するド
イツ人療養客たちの様子は描かれているが,語り手がそれらの料理に手を
つける様子は語られないということに注目したい｡朝食はコーヒー一杯で
済ませるという語り手は,すべてのイギリス人が量の多いイギリス式朝食
を摂ると信じて疑わないドイツ人市会議員の主張に騨易し,反論すらでき
ない｡また,語り手はザウアークラウトはきつすぎて食べられないと言
う｡
``GermansatMeat"の未亡人は, 9人の子どもがいるということから,
年若い語り手よりもはるかに年長であると考えられる｡この``Germansat
Meat"の未亡人が語り手に彼女の夫の好物を尋ねることから始まる以下
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の場面に,語り手の小食が食への無関心に起因することが表れている｡
"What is your husband's favorite meat?" asked the Widow.
"I really do not know." I answered.
`You really do not know? How long have you been married?''
"Three years."
``But you cannot be in earnest ! You would not have kept house
as his wife for a week without knowlng that fact."
"I really never asked him; he is not at all particular about his
fわod.〟
A pause. They all looked at me, shaking their heads, their
mouths full of cherry stones.
"No wonder there is a repetition in England of that dread凡1l
state of things in Paris," said the Widow, folding her dinner napkin.
"How can a woman except to keep her husband if she does not know
his favorite food afterthree years?" ("Germans at Meat" 3-4)
夫は食物の好みをあまり言わないから夫の好物も知らないという語り手
に, "GermansatMeat"の未亡人だけではなく,食卓を囲む者たちは一様
に驚き呆れ,言葉もないほどである｡だが,そもそも語り手に本当に夫が
いるのであろうか｡ "FrauFischer"に,語り手が彼女の夫についての話を
作り上げて語るというエピソードがあることから,語り手の｢夫｣など実
在しないのではないかという推測ができる｡だが,語り手が実在しないで
あろう｢夫｣についてFrauFischerに語るうち,その｢夫｣があたかも
実在するかのようなリアリティを持ち始める｡これほどのストーリーチ
ラーとしての力量を持つ語り手が,夫の好物についての問いかけには上に
見たような答えしかしないということは,彼女の食-の関心の希薄さを示
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している｡つまり,語り手は小食であるというだけではなく,食に無関心
なのだ｡ "GermansatMeat"で前景化されているのは,ドイツ人たちの食
欲旺盛さ,食への強い関心と興味,それと対照的な語り手の小食さと食に
関する関心の低さである｡
4.神経性無食欲症の傾向
ここで小食な若い女性としての語り手が, 20世紀初頭の文化的歴史的
なコンテクストにおいていかなる存在であったのであろうかということを
問題としたい｡これについて考えるには,まず語り手の身体意識の高さに
注目する必要がある｡ "TheLuftBad''において,野外日光浴療法に加わっ
た最初の日のことを語り手はこのように思い起こす｡
On the first day I was conscious of my legs, and I went back into my
cell three times to look at my watch, but when a woman with whom
I had played chess f♭r three weeks cut me dead, I took heart and
joint a circle. ("The Lu氏Bad''41)
この野外療養がほとんど裸で行われるということもあり,脚に関する言
及は,この1200語程度の短いスケッチに再三見られる｡ VegetableLady
との会話の直後,語り手は以下のように考えている
I wished she would not stare me, and thought of going to look at my
watch again when a littlegirl wearing a string of coral beads joined
us. ("TheLu氏Bad"42)
語り手は, VegetableLadyの話を聞いたあと,彼女が語り手の脚を見
ていると思ってしまう｡語り手が彼女自身の脚に対して過剰な意識を拷
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ち,他者の視線が彼女の脚に向かっていると思うと,時計を見に部屋に戻
ることは,上に引用した2箇所から分かる｡こうした身体への強い関心,
そして食-の無関心は,ヴィクトリア期に注目されるようになった神経性
無食欲症(an｡rexianeⅣosa)の現れであると考えられる｡西欧文化圏におけ
るヴィクトリア期の神経性無食欲症の出現の社会的文化的背景を考察して
いる研究, From Fasting Saints to ATWreXic Girls.I The HistoTT OfSelf -
Staruationによると, 19世紀の上流階級の女性の間で痩身という新しい
理想が徐々に生じ,世紀転換期までには近代的な痩身という美意識ができ
ていたという(211-12)｡この研究は,身体意識と神経性無食欲症とが結び
付いたということを歴史的に例証しており,様々な歴史的,社会的,文化
的な要因を神経性無食欲症の原因に見ている｡だが,本稿で注目したいの
は,この研究で指摘されている多産を象徴する豊満な身体の拒否としての
痩身願望と,その結果としての神経性無食欲症である｡語り手の出産への
嫌忌感の表明や小食を考慮すると,母性の拒絶としての痩身願望を彼女が
抱き,しきりに脚を気にしているのはその結果であると考えられる｡語り
手の小食は,痩身願望に起因する神経性無食欲症の傾向を示していたの
だった｡
5. ｢モダン｣な身体と｢伝統的｣な精神
母性の拒否を意味する痩身は,女性を出産する主体として回収しようと
する当時の母性称揚の時代思潮に対抗するという意味で, ｢伝統｣からの
決別を希求した｢モダン｣志向の身体であると言える｡こうした｢モダン｣
さは,テクストにおいて賛美されているのだろうか｡とりもなおきず,こ
の｢モダン｣さが関心事となっているスケッチ"TheModernSoul"が九a
GermanPensionに収録されている｡この"TheModernSoul"では, ｢モ
ダン｣さを特徴とする表題の女性と語り手との交流が,語り手の視点から
一人称で記されている｡ ｢モダンな人｣である主人公Soniaは,秦,母と
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なることを志向する｢伝統｣的な女性ではなく,芸術家としての天才的イ
ンスピレーションを感じて舞台に立つ女優である｡
Soniaは,夫に先立たれた病身の母親を連れてペンション･ミューラー
に滞在する｡ある晩,舞台を終えたSoniaは,語り手と二人で散歩に出
て,次のように語る｡
Thus the modern soul and I found ourselves together under the
stars.
``What a night !" she said. ``Do you know the poem of Sappho
about her hands in the stars‥ ‥ I am curiously sapphic. And this is
so remarkable一一nOt Only am I sapphic, I find in all the works of
all the greatest writers, especially in their unedited letters, some
touch, some sign Of myself-some resemblance, some part of my-
self1 like a thousand renections of my own hands in a dark mi汀Or."
"But what a bother," said I. ("The Modern Soul''32)
Soniaの気負いの滑稽さを,語り手は悼ることなく｢何と厄介｣と片付
ける｡それに対してSoniaは" ‥. isitratherthecurseormygenius. …"
("TheM｡demS｡ul"32)と語り手の反応に健然とする｡この｢モダン｣な自
称天才女優は,付添いの必要な彼女の母親が彼女の女優としての将来を
奪ってしまうであろうことを｢悲劇｣であると考え,その解決策を,結婚
に見ている｡
"Sometimes I think the solution lies in marrlage,''said Fr畠ulein
Sonia. "IfI find a simple, peaceful man who adores me and will look
after mamma一一a man Who would be for me a pillow一一for gen-
ius cannot hope to mate一一I shall marry him‥ ‥ You know the
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Herr Professor has paid me very marked attentions." ("The Modern
Soul"33)
天才には連れ添う(mate)ことなど望めない,男は枕のようなものである
という｢伝統｣的な結婚観と相反する結婚観を抱くSoniaは,それでも
問題解決の手段を結婚に見出している｡このSoniaのあり方は,彼女の
望む結婚が｢伝統｣的なものではないにせよ,彼女が拒否しているはずの
家父長制の再生産を志向するもので, ｢モダン｣さとは逆のベクトルを示
す｡ここでSoniaが言及する教授とは,トロンボーン奏者でもある音楽
の教授で, Soniaに熱烈な想いを寄せている｡ Soniaが,教授と結婚して
彼に病身の母を任せ,彼女自身は女優業に専心したいという胸中を語るの
を聞いて,語り手は,ならば教授をSoniaの母親と結婚させてはどうか
と,皮肉な意見を述べる｡ Soniaはそれを聞いて, `You,you,"shestam-
mered. "The cruelty. I am golng tO faint. Mamma to marry again before
I marry--the indignity. I am golng tO faint here and now." ("The Mod-
ernsoul"33)と,卒倒するほどの憤りを見せる｡ ｢モダン｣な女性Sonia
が,未亡人である母親の再婚よりも彼女自身の結婚が先でなくてほならな
いという旧弊な考えに囚われているのだ｡そのうえ, Soniaは卒倒して弱
さを演出し,家父長制の前提としての弱い女という了解事項を踏襲するこ
とで家父長制という｢伝統｣を再生産する｡そんなSoniaに語り手は驚
き,卒倒の演技をするSoniaを揺さぶりながら,"Comebacktothepen-
sion and faint as mush as you please. But you can't faint here.All the
shops are closed. There is nobody about. Please don't be so fわolish." ("The
ModernSoul"33)と説得を試みる｡だが卒倒の演技を止めようとしない
Soniaに対し,語り手は,卒倒するなら早く済ませて,と皮肉に切り返
す｡ところがSoniaは倒れたまま動かないので,語り手は仕方なく例の
教授を呼びに行く｡語り手は不快な思いでSoniaの卒倒を教授に伝える
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と,教授はSoniaのコルセットを緩めるのには女性の手が必要だと言っ
て,語り手と一緒にSoniaを助けに行こうとするが,語り手は｢モダン
な人はコルセットを身につけているはずがない｣と言って,もうSonia
の芝居や教授には付き合わない｡この語り手の発言はSoniaの欺臓と｢伝
統｣への固執に対する皮肉ではあるが,実際1910年, 1911年においてコ
ルセット着用はモダンさとは相容れないものであった｡コルセットの歴史
研究をまとめているValerieSteeleは, 20世紀初頭までにはコルセット
への認識が変化していると述べる｡コルセットが肥満や加齢による体型の
崩れを矯正する装置として認識され始めたという初期の事例を, Steele
は1903年のFigaro-Modesに掲載された女優たちへの一連のインタ
ヴューのなかのMadame R6janeとMademoiselle Eve Lavalli占reのコル
セット不要発言に見出す(141)｡つまりSoniaは｢モダン｣な身体に｢伝
統｣的な精神(soul)を持つ女なのであった｡翌朝, Soniaと教授は連れ立っ
て森に出かけたために朝食の席にはいなかったのを語り手は見届ける｡つ
まり｢伝統｣的なロマンスの幕開けを示してこの小品は終わっているの
だ｡
6. ｢伝統｣と｢モダン｣
pamelaDunbarは, Ina GerlnanPensionの一人称の語り手の視点か
ら成る小品群における語り手の他の療養客への批判とは,実は語り手の自
己批判でもある(25)という読みに見られるような,テクスト表層に潜む深
層に対する鋭い分析を見せているが,反家父長制という一貫した解釈戦略
にこれらの小品における一人称の語りを封じ込めてしまっているという感
は払拭できない｡女性参政権運動が激化しつつあり, ｢モダン｣なものに
向かって時代は前進,進歩すると考えられていた時代にあって,家父長制
という｢伝統｣の拒絶を表明しているInaGermanPensionであるが,
これをフェミニズムの文脈でのみ捉えるには,語り手と不可分な存在であ
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るMansfield自身が抱いていた,母となること-の夢という｢伝統｣志
向に配慮すると,いささか無理があるH'｡ ``TheModemSoul"に見出せる
のは,母親の世話よりも女優としてのキャリアを積みたいという｢モダ
ン｣なSoniaが,弱い女を演じて｢伝統｣的なロマンスに回収され,家
父長制を再生産するという｢モダン｣と｢伝統｣の並存であった｡ならば,
語り手の態度を辿りつつ確認してきた｢伝統｣つまり家父長制-の批判
と, ｢モダン｣なもの-の皮肉な視線の共存は何を意味しているのであろ
うか｡この手がかりを, ｢古さ｣と｢新しさ｣の調和について語るT.S.
Eliotの見解に求めたいと思う｡
No poet, no artist of any art, has his complete meanlng alone. His
significance, his appreciation is the appreciation of his relation to
the dead poets and artists. You cannot value him alone; you must
set him, for contrast and comparison, among the dead. I mean this
as a pnnciple of aesthetic, not merely historical, criticism. The ne-
cessity that he shall confわrm, that he shall cohere, is not onesided;
what happens when a new work of art is created is something that
happens simultaneously to all the works or art which preceded it.
The existing monuments fわrm an ideal order among themselves,
which is modified by the introduction of the new (the really new)
work of art amongthem. The existing order is complete beforethe
new work arrives; for order to persist after the supervention ofnov-
elty, the whole existing order must be, if ever so slightly, altered;
and so the relations, proportions, values of each work or art toward
the whole are readjusted; and this is conformity between the old
and the new. (Eliot "Tradition and the Individual Talent''15)
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Eliotの芸術論は, 19世紀以来のブルジョワ･リベラリズムの数々の失
策と,その結果の政治的混乱に対する政治的反動のコンテクストで捉える
ことができる｡ ｢個々の『作品』-『個人の才能』-『個性』を悉く管理しつ
つ集合的『伝統』へと回収し尽くそうとするテクストの飽くなき欲望｣(逮
藤88)のもと, ｢個人の才能｣つまり｢新しい｣作品は,既存の｢伝統｣の
再編成をも要求する｡ "Tradition and the Individual Talent" (1919)は,
第一次世界大戦後の分断に連続を見出そうとすることによる正当性の希求
の表出である｡
勢力を増大させつつあった女性参政権運動にManstield白身は違和感
を感じていた(三種202-10)ことが知られているように,語り手の関心は,
参政権を含む女性の権利の主張というフェミニズムの文脈における女性の
立場というよりも,結婚につながるロマンスとしての恋愛や,結婚,出産
に女性がどう関っていくかにある｡語り手は他の滞在客の恋愛に無関心を
装いつつ実は強い関心を抱いており,滞在客たちの間に恋愛関係が生じる
と,その会話に聞き耳を立てるというエピソードもある｡たとえば,語り
手の視点によるスケッチである"TheAdvancedLady''に見られるよう
に,語り手は滞在客たちとのハイキングの途中では恋人たちの会話に耳を
そばだて,また別の語り手の視点によるスケッチ"TheSisteroftheBar-
oness"では,語り手はライラックの茂みのかげでボンから来た学生が男
爵夫人の妹を口説くのを聞く｡もっとも語り手はすぐに常套句の連続に興
味を失ってしまうのであるが｡つまりロマンスのヒロインとしての女性,
ロマンスの結果として結婚し,出産する母となる女性という｢伝統｣に語
り手は疑念を抱き,騨易しているのである｡
Eliotが示して見せたものと同様の連続性への欲望をIna GerTnanPen-
sionにも見出すことができる｡語り手は母性の拒否としての痩身願望と
神経性無食欲症の傾向を持つという｢モダン｣な身体を有する｡そしてコ
ルセットを着けないということが象徴するように, Soniaも同様に｢モダ
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ン｣な身体を持つのだが,その｢モダン｣さと敵齢をきたす｢伝統｣的ロ
マンスにSoniaは回収される｡ InaGermanPensionが提示しているの
は,極端なまでに｢伝統｣的女性の場所に反発を示す語り手が, ｢モダン｣
さに潜む｢伝統｣の滑稽さを皮肉に指摘するという身振りによって, ｢モ
ダン｣を｢伝統｣の上位に置くという序例を作り出し, ｢伝統｣を拒絶し
た先に｢モダン｣を見て距離を置いていたにせよ無視できなかったフェミ
ニズムという時代のうねりに｢伝統｣と｢モダン｣の連続を探り出そうと
する欲望であった｡
注
1) 1909年からNewAge誌上で発表された小品をまとめたものである｡
2) Mansfield自身もInaGermanPensionの未熟さには気づいていて,出版後,
たちまちのうちに3版を重ねるほどの好評を博したInaGermanPensionの再
版に乗り気でなかったらしい(Murry, Introductory Note 8)｡
3 )AntonyAlpers, The LifTe of Katherine Mansfield.
4)この未亡人はFrauFischerとは別人である｡本稿では区別をつけるため, "Ger-
mansatMeat"で語り手とともに食卓を囲むドイツ人療養客のなかにいるこの未
亡人を,以後｢"GermansatMeat"の未亡人｣とする｡
5) "GermansatMeat"の初出はNewAge誌t二で, 1910年3月であるO InaGer-
manPension収録のその他の小r与r7.も1910年にNewAgeに掲載されたものが多
い｡
6)拙稿｢エクリチュール･フェミニンとしてのKatherineMansfieldの"Germans
atMeat"｣において,当時の菜食i二義をめぐる状況を, LeahLeneman,"The
Awakened Instinct: Vegetarianism andthe Women's Suffrage Movement in
Britain''を参照しつつ概観しているo Ina GermanPensionに収められた小品が
書かれていた頃のイギリスにおいては,菜食上義がフェミニズムと密接な関係
にあったということをLenemanの論考は教えてくれる｡
7 ) "TheModernSoul"はNewAgeに1910年6 )=こ発表されたのが初出である(,
8) Mansfieldがフェミニスト的見解を表明するのが,このInaGermanPension
の執筆時期だけであり,この頃のMansfieldのフェミニズムは,彼女の他の作
品や生き様との整合性が取れていないということに関する論考は二伸氏(196
225)を参照した｡
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